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予
算
が
潤
沢
と
思
わ
れ
が

ち
な
国
立
大
が
、
老
朽
化
施

設
を
改
修
で
き
ず
苦
し
ん
で

い
る
。
国
か
ら
の
補
助
金
や

運
営
費
交
付
金
が
抑
制
さ

れ
、
付
属
病
院
の
赤
字
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
た
め
だ
。

財
務
状
況
は
悪
化
す
る
一
方

で
、
存
続
に
危
機
感
を
抱
く

大
学
も
あ
る
。
▼
１
面
参
照

「Ｈ
Ｂ
Ａ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
食

堂
」１０
月
初
旬
、
札
幌
市
の
工

Ｔ
企
業
Ｈ
Ｂ
Ａ
の
名
前
を
冠

し
た
食
堂
の
開
所
式
が
北
海

道
大
で
あ
り
、
赤
い
看
板
が

掲
げ
ら
れ
た
。
北
大
で
最
も

利
用
者
が
多
い
学
生
食
堂
の

名
前
だ
。
Ｈ
Ｂ
Ａ
が
学
生
食

困窮 国立大の悲鳴
補助金・運営費交付金が抑制

ひらく
日本の大学
朝日新聞。河合塾共同調査

電
通
大

８４
部
屋
で
空
調
故
障
・
付
属
病
院
８
割
赤
字

堂
の
施
設
命
名
権

（ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
）を
取
得
し
た
。

同
大
の
宝
金
清
博
総
長
は

開
所
式
で
こ
う
語
っ
た
。

「こ
の
食
堂
は
築
何
十
年
も

経
っ
て
い
る
。

（施
設
命
名

権
の
販
売
で
得
た
）
今
回
の

収
入
は
学
生
に
も
う
少
し
快

適
な
環
境
を
提
供
す
る
た
め

に
使
い
た
い
」

電
気
通
信
大

（東
京
都
調

布
市
）
で
は
昨
年
以
降
、
故

障
す
る
空
調
機
が
相
次
い
で

い
る
。
今
夏
は
一
時
８４
部
屋

で
使
え
な
く
な
っ
た
。
空
調

が
利
く
部
屋
に
研
究
室
を

「避
難
」
さ
せ
た
り
、
ゼ
ミ

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
り

す
る
教
員
も
。
情
報
理
工
学

域

（学
部
）
の
４
年
生
は

「暑
さ
で
サ
ー
バ
ー
が
故
障

し
な
い
よ
う
に
計
算
負
荷
を

減
ら
し
、
対
面
で
の
議
論
も

減
り
、
研
究
の
効
率
が
落
ち

て
い
る
。
早
く
改
修
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

大
学
も
早
急
に
改
修
し
た

い
が
、
総
額
５
千
万
円
規
模

の
予
算
が
確
保
で
き
ず
、
改

修
が
終
わ
る
メ
ド
は
立
っ
て

い
な
い
。
１０
月
３１
日
に
は
、教

育
・
研
究
環
境
の
改
善
を
目

的
に
２
０
２
６
年
度
入
学
者

か
ら
、
学
部
な
ど
の
授
業
料

を
現
在
の
ｌ
ｏ
２
倍
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
公
表
し
た
。

田
野
俊

一
学
長
は
、
空
調

設
備
単
独
の
改
修
に
国
の
補

助
金
が
ほ
と
ん
ど
支
出
さ
れ

な
い
仕
組
み
が
問
題
だ
と
指一

―
ト

空
調
の
故
障
で
研
究
室
を
避
難

さ
せ
た
こ
と
を
伝
え
る
電
気
通

信
大
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
Ｈ
ｌ０

月
１０
日
、
東
京
都
調
布
市

摘
す
る
。

「国
が
補
助
金
や

一
あ
る
。

一運
営
費
交
付
金
を
増
や
さ
な

け
れ
ば
問
題
は
解
決
し
な

い
」
と
述
べ
た
。

各
大
学
に
国
か
ら
配
ら
れ

る
運
営
費
交
付
金
は
自
ら
使

い
道
を
決
め
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
減
少
・
抑
制
が
続
い

て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
は
人

件
費
や
物
価
の
高
騰
で
支
出

が
増
え
、
老
朽
化
施
設
の
改

修
ど
こ
ろ
か
、
教
育
環
境
の

維
持
す
ら
難
し
く
な
り
つ
つ

全
８５
校
の
半
数
近
い
４２
校

が
持
つ
付
属
病
院
の
赤
字
も

深
刻
だ
。
国
立
大
学
病
院
長

会
議
に
よ
る
と
、
２５
年
度
は

８
割
近
い
３３
病
院
が
赤
字
と

な
り
、
赤
字
総
額
は
３
３
０

億
円
と
な
る
見
込
み
だ
。
医

薬
品
の
高
額
化
な
ど
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
や
人
件
費
の

上
昇
で
、
「診
療
す
る
ほ
ど
赤

字
が
膨
ら
む
」状
況
で
、補
填

の
た
め
の
支
出
も
膨
ら
む
。
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